
 ブナ科
か

 コナラ属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Quercus mongolica 英名
えいめい

：White Oak 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：倒
とう

卵
らん

状
じょう

長
ちょう

だ円形
えんけい

、ふちは大型
おおがた

鋸歯
きょし

、先
さき

は尖
とが

るか鈍
どん

頭
とう

、基部
き ぶ

は徐々
じょじょ

に狭
せば

まり耳
みみ

状
じょう

になる 

   互生
ごせい

、やや枝先
えださき

に 集 中
しゅうちゅう

、葉柄
ようへい

は 短
みじか

い（５mm程度
ていど

）、側
そく

脈
みゃく

は鋸歯
きょし

の先端
せんたん

にのびる 

・幹
みき

：皮
かわ

は褐 色
かっしょく

、深
ふか

く不規則
ふ き そ く

に縦
たて

に裂
さ

ける、軟
やわ

らかく薄
うす

く剥
は

がれる 

・冬芽
ふゆめ

：互生
ごせい

、卵形
らんけい

または五
ご

角錐
かくすい

形
けい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、25～35枚
まい

の芽
が

鱗
りん

、頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

より大
おお

きい 

・水分
すいぶん

が多
おお

く、燃
も

えにくい→ミズナラ：ウィスキー、ワインなどの樽
たる

の材 料
ざいりょう

 

ミズナラ （オオナラ） 

耳状 

葉柄が短い 

べとべと 

冬 芽 
五角錐形 

大きな 

ギザギザ 

柔らかく 

薄くはがれる 

見分けるポイント 


